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当帰根抽出液の人工病態に貯する影響
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当帰 (Angelicasinensis)の根部は,湊方薬の1種 として広範に使用されるよ

うになった.当帰根は鎮静,鎮痛,妊婦のむくみ,腹痛,月経痛などに効能があ

る1).これらの効能に対して薬理学的な検討は十分になされていない. また,最

近当帰荷薬散が加齢に伴う痴呆の予防薬になりうる可能性が示唆されている2).

当帰の成分 としてビタミンB12や香気成分 としてブチリデンジヒドロフタリド

(BDP),ブチリデンブタリド (BP)などの成分を含んでいる1).これらの成分は

当帰の種類およびその生育環境によっても異なるといわれている3).本研究にお

いては,岩手県浄法寺町で栽培されている当帰根の香気成分の分析および汎用さ

れる煎 じ液の薬理効果として抗浮腫,抗痔痛ならびに解熱作用を検許 した.

材料と方法

当帰根の香気成分の抽出:細切した当帰根100gを400mlのエーテル,蒸留水あるいは

20%エタノール水溶液中に1週間浸潰した.エーテル抽出液は脱水,濃縮して香気濃縮物

を得た.後2着の抽出液はTenaxTAを充填したカラムに流して香気成分を吸着させ,

その後エーテルで脱着･脱水･濃縮して香気濃縮物を得た.また,当帰根細片200gと蒸

留水1.81を連続蒸留抽出装置 (SDE)に入れ,香気成分をエーテル70mlで3時間抽出

級,脱水,濃縮した.

香気成分の分析 :ガスクロマトグラフィー (GC)およびGC-質量分析計を用いて,得

られた4種の香気濃縮物の成分の同定ならびに濃度を算出した.

当帰根投与液の作製 :薬理作用の検索には,熱水抽出液を用いた.清浄な当帰根をカッ

ターで削切し,10g当たり超純水60mlを入れて,沸騰水中に40分間浸潰した後,ガラ

スウールを用いて洩過した.残達に超純水40mlを加えて沸騰水中に40分間浸潰した後,

ガラスウールを用いて渡過し,前渡液に混合した.この方法で当帰根10g当たり60mlの

漁礁が一定して得られた.
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当帰根抽出液の投与 :当帰根抽出液を超純水でラットでは2倍希釈･マウスでは10倍希

釈して経口投与した.SD系ラットにlml/kgあるいはICR系雌性マウスに10ml/kgを

17時頃に毎日1回14日間授与した･

浮腫,発熱および痔痛反応の測定 ‥ラットの一方の後肢の足庶皮下に1%カラゲニンを

0.05mlを授与し,経時的に容稗を測定 して浮腫率を算出した4'･発熱はリボポリサッカラ

イド(LPS)5〃g/kgをラット背部皮下に授与 し5',経時的に直腸温をラット用サーミス

ターを用いて測定した.痔痛反応は,0.8%酢酸液 0･2mlをマウス腹腔内投与し,lo介

間のWrithing(痔痛反射)数を測定した6'･

表 1 当帰根中の主要香気成分の分析

抽出溶媒
香気成分

エーテル SDE 蒸留永 エタノール

butylidenedihydoro-phthalid e
butylidenephthalide
γ-terplnene

3-hydroxy-2-butanone
mes0-2.3-butanedioI

L-2,3-butanediol

1-methy1-21(1-methylethyl)-
benzene

aceticacid

ethylhexadecanoate
eyclotetradecane

(ppm) (ppm)
272.27 107.25

130.54 3.53

147.67 74.91

119.08 13.95

107.02 1.35

97.43 0.10

43.87 55.02

41.56 1.18

39.97 0.90

30.53 3.06

(ppm) (ppm)
17.09 32.93

2.53 4.63

0.07 0.14

1.80 0.30

0.18 非検出

0.10 非検出

0.13 0.33

0.48 非検出

非検出 非検出

非検出 非検出

S】)E:連 続蒸留抽出装置 (SDE)中で,蒸留水お よ びエーテ ルで抽出 したo
エタ ノール :20%エタノール

結果

当帰根中の成分の解析 (表1):すべての抽出方法においてBDPとBPが主要

香気成分であった.

浮腫実験 (図1):カラグニンの投与によって対照群および当帰群のラットは

浮腫を発生した･浮腫率は5日間の投与では両群間に差は認められなかったが,

9日間投与した場合は当帰群において浮腫からの回復が早い傾向を示した.

発熱実験 (図2):LPSの投与後3時間までラッ トは両群ともに同程度に発熱

した･20時間後に対照群はなお発熱が存在 したのに対し,当帰群では投与前の

体温に戻った.27時間以降は両群とも投与前の直腸温に戻った.

痔痛実験 (図3)‥酢酸液の投与によって両群のマウスは捧痛反応を示したが,
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図 1 カラゲニンによる後肢浮腫率
左図 :蒸留水 (対照群)または当帰抽出液を5日間授与した.
右図 :蒸留水 (対照群)を9日間または当帰抽出液を5日間さらに,塞
帰抽出液原液を4日間投与した.
データは平均値士標準誤差 (n-6).
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図 2 リボポリサッカライド投与後のラット直腸温
当帰群 (対照群):当帰抽出液 (蒸留水)を毎日1臥 14日間投与した･
リボポ.)サッカライド (LPS,5FLg/kg)を背部皮下に投与後軽時的に
直腸温を測定した.
直腸温をLP投与前の直腸温との差で現した.
データは平均値士標準誤差 (n-6).
LPS投与前の直腸温 :対照群,37.1士0.2℃,当帰乳 37･1±0･0℃
# :投与前に対して有意 (p<0.01).…:対照群に対して有意(p<0･01)･
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投与後40および50分において当帰群が対照群より有意に低値を示した.

考察

他の漢方薬がそうであるように,当帰根も複数の成分が治療効果を発揮する.

当帰根の適用は水を用いた湯煎抽出液の服用が-般的である.本実験において

BDPやBPなど多くの香気成分がとくにエーテルによって抽出された.投与液

に用いられた当帰根抽出液はSDSあるいは水抽出液に相当すると考えられる.

ヒトにおいて当帰根抽出液は反復服用することによって,抗浮腫,抗発熱およ

び抗痔痛効果のあることが知られている1).本実験において当帰根抽出液をラッ

トに5日間授与した場合はカラゲニン誘発性浮腫を抑制しなかったが,9日間投
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図 30.8%酢酸投与 (腹腔内)後の痔痛反応発現頻度 (10分間)
当帰群 (対照群):当帰抽出液 (蒸留水)を毎日1臥 14日間授与した.
対照群および当帰群のマウスに0.8%酢酸永溶液0.2ml/マウスを投与
し,10分間に発現する落痛反応 (writhing)をカウントした.チ-タ
は平均値±標準誤差 (n-4).

':対照群に沖して有意差あり(p<0.05).

与すると弱いながら抗浮腰作用が観察された.インドメタシンなどのシクロオキ

シゲナーゼ阻害薬やデキサメサゾンなどのアラキドン酸合成阻害薬は,カラゲニ

ンによる浮腫に対して即効的抑制作用をもつことから7),当帰による抗浮腫作用

はプロスタグランジン類,トロンボキサン類およびロイコトリエン類の合成阻害

作用に直接関与するものではないと考えられる.

LPSによるラットにおける発熱反応の再現性は高くないが8),本実験では対照

群の結果から少なくとも発熱は20時間持続した.当帰群では20時間に平熱に戻っ

たことから弱いながら解熱作用があることがわかった.

当帰群は痔痛反応からの解除が早かった.モルヒネなどの鎮痛薬を前処理する
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と,マウスは全く痔痛反応を示さないことからgj,当帰の鎮痛反応はオピオイド

受容体を介するものとは別種のものと考えられる.

結論

当帰根抽出液に既報の香気成分が定量分析された.当帰根抽出液の反復投与は

鎮痛,抗浮腫および解熱作用のあることがわかった.これらの作用は,薬物一作

用点 (受容体,酵素活性基)のいわゆる即時型の薬理反応とは別種のものであっ

た.

本研究は ｢岩手大学農学部と浄法寺町との受託研究｣の一環で実施された.
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